
　此の度、任期を終了して、青松の会の理事を辞任する事になりました。

　此の場の場を借りまして、御挨拶できる事を心より有難く存じ上げます。

　さて、私は齢を重ねまして、現在９１才でございます。

　思えば長い年月を生きてきた様に思いますが、その大半は、長男秀哉との歳月、そして

それに伴う、青松の会との思い出です。

　長男は、五年まえに５６才で、この世を去りましたが、彼の生涯は、青松の会に通う日

々のお蔭で大変幸せな境界を終えました。

　最後まで暖かく見守り、指導して頂いた職員・友人・保護者の方々の御恩は、終生忘れ

ることは出来ません。

　思えば、区役所の御指導により、昭和５６年に長男が始めて入会した場所は、ミチル会

作業所でした。

りました。

　そこで、勝れた指導者であらせられた松沢先生の許で、息子は成長して行きました。

　松沢先生の亡き後を継承された熊谷先生は、その後を中町作業所へ、そしておおぞらへ

と飛躍的に発展させて来られたのです。

　私は今日、この任を去るに当り、心より大安心をしております。

　民家を借りたささやかな場所で、１０人足らずの友人達が肩を寄せ合って作業をしてお

　最後に、子供達の幸せと、会の一層の御発展を心より

　　　　　　　令和元年七月末日

（１）

　熱心で温かい職員の方々、どうぞ今後とも、よろしくお願い致しますね！

青松の会の皆様へ

お別れの言葉

お祈りして、お別れの御挨拶とさせて頂きます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　福冨照子
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　どうぞよろしくお願い申し上げます。

レとしてジュリーさまださんによる沢田研二や西條秀樹のものまねやギター演奏で、最後

を飾りました。

　大勢のお客様、家族会の方々、ボランティアの方々、

参加していただいたすべての方々に心より御礼申し上

げます。

　来年も３月を予定してます。

　二階会場では、ボーリング・ダーツ・バスケットボール等のゲーム、ポップコーンの販

売、喫茶室の設置、自主製品の販売。一階会場では、自主製品の販売、イートインスペー

スの設置、屋台販売（豚汁・甘酒・フランクフルト・パスタdeやきそば等）、入口のコー

ナーでは千葉の農家さんが現地直送の無農薬野菜・植物の苗の販売をしてくれました。

　この間、３回に分けてイベントを行いました。第一回は１１：００利用者コンサートで

福田さんが「若い力」を、丸山さんが「子犬のワルツ」「ハンガリー舞曲」をそれぞれピ

　バスケット・サッカー・フラフープ・お絵かき等々多彩な芸を見せてくれて、皆さん大

　当日は大勢のお客様、目黒区長および区役所の方々、ご来賓の方々が多数お見えになり、

活気に満ちた一日となりました。感謝申し上げます。

満足。ショー終了後、その場で直接ぞうに餌

をやることができ、ほとんどの人が初体験で

楽しんでいました。

で幕の内弁当とから揚げで〝腹いっぱい〟。

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆　 施　設　開　放　報　告　 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

アノ演奏、利用者全員で「おおぞらのうた」「若者たち」「ことりのうた」「四季の歌」

時帰着。

☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆　 研　修　旅　行　報　告　 ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆ ☆

　大型バスで首都高・アクアライン・圏央道を経由して鶴舞IC.で降り、５分位で市原ぞう

の国に到着。早速ぞうのショーの会場に向う。１１時７頭のぞうの様々なショーが始まる。

　昼食は、園内のレストラン「ウッディヒル」

　新施設に移転して第２回施設開放が３月９日（土）おおぞら家族会の方々、ボランティ

千葉・市原ぞうの国 ２０１９，６，１４(金）

を合唱しました。第２回は１３：００大将マスターによる涙と笑いのマジックショー、ど

ちらかと言うと笑いの多い楽しいマジックでした。第３回は１４：３５グランドフィナー

ア２０数名の協力を得て行われました。

　昼食後は、ぞうの国とは言いながらぞうの

他に１００種類約４００頭羽の動物がいるの

で、全部は見切れませんが３班に分かれて見

学。見学後、同じコースで帰途につくが、途

中「海ほたる.」にて買物休憩をとり、午後５

（２）



　

　『おおぞら』からは８名の方々の作品が展示されましたので、ここに紹介させていただきます。

（３）

　８月７日（水）から１８日［火）までの１１日間（１３日は休館）、目黒区美術館区民ギャラリー

　

森本さん

　にて、「めぐろの障がい者アート展・・・日々のよろこび・・・」が開催されました。

利用者のページ

佃さん
高橋さん

鎮目さん

瀧宮さん 田中さん

川田さん           横山さん
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  新年号令和になって始めての会報となりました。第８号で「新年号の第９号」と記載してしま

（４）

  いましたが、新年号は第１０号です。お詫びして訂正申し上げます。　　　　　　　　 （Ｂ）

≪ ステンシルによる布巾、ハンカチの製作 ≫ ≪エコバッグ（ろうけつ染め・しぼり染め）≫

≪ビーズワーク（ストラップ・ネックレス・ブレスレット等）≫≪季節の置物作り（干支飾り等）≫

≪紙製品（カード入れ等）≫≪食品加工(各種ジャム等・ドロップクッキー等）≫

‥‥‥　企業受注承ります。お問い合わせ下さい　‥‥‥

菓子袋折りと紐通し ・ 飴の各種梱包作業 

毛糸のサンプルセット作成

区立公園清掃２ヶ所 ・ 四十雀巣箱作り 

鑑賞魚用エアポンプの部品組立 ・ 箱組み立て

≪ 木工加工（キーホルダー・クリスマスツリー等） ≫ ≪布製品（ブックカバー等）≫

企 業 受 注

外 注 作 業 内 容

自　主　製　品

 【 お お ぞ ら 活 動 紹 介 】

官 公 需

　〈事務担当〉梅川百合子・田村美矢子

http://www.seishonokai.or.jp/
　又は、「おおぞら」で「検索」してご覧下さい。

 ～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～　

 

ホームページ

≪ 青松の会おおぞら職員 ≫

〈所長〉熊谷重信　　〈主任〉前田友江   〈支援担当〉土井清志

〈支援員〉石原道・加藤由香里・青木紀子・折田稔・戸澤道子

特定非営利活動法人 青松の会おおぞら

TEL ： 03-3710-2531

FAX ： 03-3710-2540

E-mail ： oozora@seishonokai.or.jp

発行人　　熊谷重信

〒152-0001  東京都目黒区中央町２－３２－１３

http://www.seishonokai.or.jp/
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